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ブナ
撮影：茅野恒秀

新緑から深緑へと移りかわる６月の赤谷林道では、直径１
メートルもあるブナの大木に間近に迫ることができるのが楽
しみです。ふと上を見上げると、隣りあったモミの木と背比
べをしているように、空へ幹を伸ばしていました。

サポーターたち
撮影：茅野恒秀

赤谷の森

撮影者コメント

ノウサギ
撮影：竹村秀雄

目の前に現れ５ｍくらいしか距離がないのに道路脇にジッ
と立ち止まっていてくれました。ノウサギは警戒心が強く、
見かけるときは猛スピードで走り去っていくのが普通。こ
れはまだ子供のようです。

撮影者コメント

赤谷プロジェクトのサポーターたちです。毎月第一土日の「赤谷の日」は全国からサポーターが「いきもの村」に集い、野生動物や森林
の基礎データを得るための調査活動や炭焼き等を通じて地域の文化を学んでいます。
現在、赤谷プロジェクトでは、サポーターを募集しています。興味のある方は、最終頁の日本自然保護協会まで、お問い合わせください。

撮影者コメント

「赤谷の森写真館」では、赤谷プロジェクト関係者が撮影した「赤谷
の森」のいきもの、風景などの写真を季節ごとに紹介しています。
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モリアオガエルの卵かい（右）

オタマジャクシ（左）

撮影：小鮒　守・竹村秀雄

　６月、緑あふれる「赤谷の森」で生物たちの活動も活
発になります。水辺に生えた木々の枝先にふわふわとし
た泡のかたまり、泡の中をのぞいてみると卵が見えます。
やがて生まれた子どもたちは卵かいから水の中へ飛び込
んでいきます。モリアオガエルの誕生です。（小鮒）
　初めて見ましたが、大きな目、吸盤、尾。もう「かわいい」
としか言いようがありません。なお、親や卵かいは 6 月
下旬から7月の産卵時期に、オタマジャクシはその後２ヶ
月間くらいは見つけることは簡単です。（竹村）

撮影者コメント

ベニシジミ
撮影：林　　武

この蝶は「ベニシジミ」というたくさんのシジミチョウの中で全国
に見られるチョウの一つですが、シジミという名のとおり１センチ
大の小さいチョウなので見過ごしますが、シジミチョウは波長の長
さによって、羽根の色が変化して「こんなきれいな色」をしていた
のかと驚きの色が見えます。一度観察をしてはいかがでしょうか。

撮影者コメント

赤谷の森
撮影：川端自人

早朝、いきもの村から、合瀬・法師
方面に目をやると、谷の中の雲がちょ
うど晴れなんとしているところ。 雲
のかかり具合が幻想的に感じられま
した。

撮影者コメント

表紙の答え

（下）クロサンショウウオの成体
写真は、卵かいのすぐそばで見つけた親（オス）です。
生活は、森林の林床部の枯れ葉、倒木、石の下にひそ
んでいます。体長は、12～18 センチと大型です。
クモ、ヤスデ、昆虫、ミミズなどをえさとしてい
ます。

（撮影・星野理恵子） 

（上）クロサンショウウオの卵かい
写真は、林道脇のなんといった特徴のない草薮
の中に浅い水溜りがあり、一面にクロサンショウ
ウオの卵かいがありました。ちょっとした水辺が､
生き物にとって大切な産卵地になるのですね。
１匹が一対の卵かい（2個）を産みます。

（撮影・竹村秀雄）

赤谷の森だより （3） 第 14 号 平成 22 年 5 月 31 日



　

新
治
地
区
（
旧
新
治
村
）
は
、

古
く
か
ら
関
東
地
方
と
新
潟
県
を

結
ぶ
三
国
街
道
（
現
・
国
道
17
号

線
）
の
村
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　

三
国
街
道
は
奈
良
～
平
安
時
代

に
開
か
れ
た
と
い
わ
れ
、
戦
国
時

代
に
上
杉
謙
信
が
峠
越
え
の
整
備

を
進
め
て
、
集
落
も
形
づ
く
ら
れ

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
昨
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹃
天
地
人
﹄
の

時
代
で
す
ね
。

　

三
国
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
は

東
海
道
な
ど
﹁
五
街
道
﹂
に
つ
い

で
重
要
な
街
道
と
な
り
ま
し
た
。

大
名
が
参
勤
交
代
で
領
地
と
江
戸

を
行
き
来
す
る
の
に
使
い
、
永
井

宿
（
現
在
の
永
井
地
区
）
が
越
後

の
米
の
問
屋
場
に
指
定
さ
れ
る
な

ど
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の
重
要

な
交
流
点
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
こ
ろ
新
治
の
人
た
ち
は
農

業
・
林
業
の
か
た
わ
ら
、
三
国
街

道
を
往
来
す
る
旅
人
や
商
人
の
荷

役
、
馬
の
手
配
、
雪
道
の
先
導
、
温

泉
の
湯
守
、
猿
个
京
関
所
の
役
務

な
ど
の
仕
事
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
林
業
に
つ
い
て
、﹃
新
治
村

誌
﹄
に
は
興
味
深
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
や
畑
に
は
肥
料
が
必
要

で
す
が
、
古
来
、
人
々
は
山
か
ら

草
を
採
っ
て
き
て
肥
料
と
し
ま
し

た
。
そ
の
た
め
の
採
草
地
（
秣ま

ぐ
さ
ば場

）

は
集
落
ご
と
に
決
め
ら
れ
、
大
峰

山
で
は
10
の
集
落
が
採
草
の
権
利

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

図
１
は
大
峰
山
の
、
草
を
刈
る

権
利
を
持
つ
集
落
を
示
し
た
図
で

す
。
図
の
左
上
に
は
﹁
赤
谷
山
（
薪

山
）﹂
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
赤
谷

山
と
は
大
峰
山
の
奥
に
位
置
す
る

山
（
現
・
小
出
俣
山
＝
永
井
宿
郷
土

館
に
そ
う
記
さ
れ
た
絵
図
が
あ
り

ま
す
）
の
こ
と
。
こ
こ
が
薪
と
い

う
大
事
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
得
る

場
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
林
業
も
行
わ
れ
て
お
り
、

元
禄
・
宝
永
年
間
（
１
７
０
０
年

こ
ろ
）
に
は
、
猿
个
京
や
吹
路
の

山
か
ら
ク
ロ
ベ
（
ヒ
ノ
キ
の
一
種
）

を
切
り
出
し
、
江
戸
へ
販
売
し
た

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
人
々
は
、
森
を
守
り

育
て
て
い
ま
し
た
。
延
宝
２
年

（
１
６
７
４
年
）、
合
瀬
村
（
当
時
）

の
地
侍
、
高
橋
四
郎
兵
衛
は
こ
の

よ
う
な
法は

っ
と
し
ょ

度
書
を
出
し
て
い
ま

す
。

・ 

合
瀬
山
の
草
木
を
伐
り
取
ら
な

い
こ
と

・
監
視
の
た
め
毎
月
山
を
め
ぐ
る

新
治
を
囲
む
高
い
山
々
と
、
そ
こ
に
広
が
る
深
い
森
。
こ
の
山
や
森
の

お
か
げ
で
、
人
々
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
昔
、
人
と
山
は
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。﹃
新
治

村
誌
﹄
を
調
べ
、町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
い
た
、茅
野
さ
ん(

赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー)

の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

●
山
か
ら
得
た
も
の

肥
料
用
の
草
場
を
管
理

森
を
育
て
て
い
た

●
江
戸
時
代
の
生
活
と
森
林

上
杉
謙
信
の
時
代
に

重
要
な
街
道
と
な
る

岩
手
県
立
大
学  

総
合
政
策
学
部
講
師

茅　

野　

恒　

秀

木
材
、薪
、炭
、肥
料
⋮

生
活
を
支
え
て
い
た
赤
谷
の
森

図1：大峰山の草刈り権利図

赤
谷
の
森
で
わ
か
っ
た
こ
と
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・ 

親
兄
弟
で
あ
っ
て
も
見
逃
し
伐

り
取
ら
せ
た
場
合
は
処
罰
す
る

　

人
々
が
大
切
に
森
を
守
り
育
て

て
い
た
証
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
田
ん
ぼ
や
畑
に

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が
出
没
し
、
野

生
動
物
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
男

女
問
わ
ず
見
張
り
を
し
た
と
い
う

記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
野
生
動

物
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、
人
間

に
と
っ
て
古
く
か
ら
の
問
題
な
の

で
す
ね
。

　

明
治
・
大
正
時
代
に
な
る
と
、

農
業
・
養
蚕
業
に
加
え
て
製
炭
業

が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　

冬
の
農
閑
期
に
は
、
男
の
人
は

国
有
林
へ
入
っ
て
泊
ま
り
が
け
で

木
を
伐
採
し
て
炭
を
焼
き
、
女
の

人
は
炭
俵
を
編
む
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
大
正
13
年
の
調
査
で
は
、

新
治
地
区
全
体
の
養
蚕
業
の
収
入

が
33
万
５
千
円
、
木
炭
販
売
に
よ

る
収
入
が
22
万
９
千
円
で
す
の
で
、

そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
わ
か
り
ま

す
。

　

森
林
資
源
の
利
用
は
し
だ
い
に

増
え
、
大
正
５
年
に
は
赤
谷
川
上

流
の
広
河
原
地
区
に
日
本
酢
酸
製

造
の
赤
谷
工
場
が
発
足
。
昭
和
７

年
ま
で
赤
谷
川
、
小
出
俣
沢
、
茂

倉
沢
の
流
域
で
森
林
を
伐
採
し
、

か
ま
で
焼
き
、
木
酢
液
や
木
炭
を

生
産
し
ま
し
た
。

　

当
時
と
し
て
は
規
模
の
大
き
い

方
で
、
工
場
周
辺
に
は
３
０
０
人

も
の
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
い
ま

す
。
昭
和
初
期
に
は
永
井
地
区
で

伐
採
、
加
工
を
行
う
製
材
所
が
開

か
れ
、
昭
和
17
年
ま
で
生
産
を
続

け
ま
し
た
。

　

赤
谷
川
、
小
出
俣
沢
、
茂
倉
沢
、

ム
タ
コ
沢
な
ど
で
は
こ
の
時
期
に

自
然
林
が
伐
採
さ
れ
、
現
在
は
二

次
林
や
人
工
林
が
主
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
高
度
経
済
成
長
に

伴
っ
て
、
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
が
積

極
的
に
植
林
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
の
﹁
赤
谷
の
森
﹂
の
姿

が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
こ
の
数
十
年
で
燃
料

は
石
油
な
ど
に
代
わ
り
、
農
業
で

は
耕
う
ん
機
や
化
学
肥
料
が
普
及

し
て
、
堆
肥
や
牛
馬
の
た
め
の
草

も
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
採
草
の

場
所
は
植
林
や
牧
場
な
ど
に
転
用

さ
れ
、
日
本
の
歴
史
上
、
今
ほ
ど

人
が
山
に
入
ら
な
く
な
っ
た
時
代

も
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

  

﹁
赤
谷
の
森
﹂
の
歴
史
を
ふ
り
返

っ
て
、
豊
か
な
自
然
は
人
々
の
暮

ら
し
の
中
で
利
用
さ
れ
、
残
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

新
治
地
区
で
は
猟
友
会
が
組
織

さ
れ
、
山
岳
会
や
登
山
道
管
理
の

活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

小
学
校
で
は
三
国
街
道
や
大
峰
山

を
遠
足
の
場
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
森
の
自
然
と
森
か
ら
得

ら
れ
る
恵
み
を
よ
り
豊
か
に
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
は
も
う
一
度
、

森
林
と
関
わ
る
文
化
を
つ
く
り
な

お
す
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

昭和10年ころの新治地区。
相俣から永井方面を望む

（新治村作成『目で見る新治村』より）

赤谷酢酸工場のトロッコ
（新治村作成『目で見る新治村』より）

●
こ
れ
か
ら
の
赤
谷

も
う
一
度
、
森
と
関
わ
る

文
化
を
つ
く
り
だ
そ
う

●
明
治
・
大
正
・
昭
和

木
炭
、
木
酢
液
を
生
産
し
、

昭
和
に
な
っ
て
今
の
森
に
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「
ム
タ
コ
の
日
」
の
お
知
ら
せ　

﹁
お
い
し
い
水
と
豊
か
な
森
﹂
に
支
え
ら
れ
た
地
域
づ

く
り
を
目
標
に
、
森
林
整
備
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
実
施
日　

８
月
８
日
（
日
）
13
時
か
ら
16
時

○
集
合
場
所　

 

町
営
赤
沢
ス
キ
ー
場

 

　
　

（
12
時
30
分
よ
り
受
付
開
始
）

○
実
施
場
所　

み
な
か
み
町  

永
井
地
区
内  

ム
タ
コ
沢

○
募
集
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

○
準
備
す
る
も
の　

 

野
外
活
動
の
で
き
る
服
装
（
長
袖
、
帽

子
、
長
靴
）、
雨
具
、
飲
み
物

○
参
加
費　

６
０
０
円

○ 

昼
食
は
お
済
ま
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
荒

天
時
は
中
止
。

○
申
し
込
み
先　

 

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
８
＊
６
０
＊
１
２
７
２

○
締　
　

切　

８
月
２
日
（
月
）

○
主　
　

催　

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会

活動日誌赤谷プロジェクト

 活動日　　　　　　　　 活動内容(活動場所)　　
1月₂₉日 ほ乳類ワーキンググループ会議(日本自然保護協会)
2月２日 植生管理ワーキンググループ会議(日本自然保護協会)
2月３日 「赤谷の森構想」打合せ(関東森林管理局)
2月₁₄日 赤谷の森自然散策(旧猿ヶ京小学校、いきもの村)
2月₁₉日 環境教育ワーキンググループ会議(日本自然保護協会)
2月₂₆日 自然環境モニタリング会議(日本自然保護協会)
3月２日 新治小学校環境教育(新治小学校)
 水生昆虫調査(赤谷の森)
3月３日 水生昆虫調査(赤谷の森)
3月７日 赤谷地区総会にて、「赤谷の森構想」説明会
 (赤谷地区公民館)
3月₁₆日 高原千葉村自然教室指導者講習会(いきもの村)
3月₂₃日 企画運営会議(みなかみ町新治支所)　　
4月₂₁日 ムタコの日実行委員会(法師温泉)
4月₂₄､₂₅日 自然誌調査(赤谷の森)
5月３日 ムタコ沢水質濁度調査(ムタコ沢)
5月₁₃～₁₅日 沖縄弁護士会視察(いきもの村他)
5月₁₅､₁₆日 放送大学面接授業への協力(小出俣他)
5月₂₀日 植生管理ワーキンググループ会議(日本自然保護協会)

●赤谷の日(いきもの村他)
　2月6日（７日は大雪のため中止）／3月6、7日／4月3、4日／
　5月1、2日
●赤谷プロジェクト地域協議会役員会(旧猿ヶ京小学校)
　2月7日／3月7日／4月4日／5月2、₃₀日
●猛禽類調査(赤谷の森)
　1月₂₉～₃₁日／2月₁₈、₁₉、₂₃、₂₇日／3月1～3、8、₂₀～₂₂日、₃₁日／
　4月4、₁₀、₁₃、₁₅、₂₀、₂₉、₃₀日／5月1、₁₄、₁₇、₁₈日
●ホンドテンモニタリング調査(赤谷の日以外の調査日、赤谷の森)
　1月₃₀、₃₁日／2月₁₃、₁₄、₂₀、₂₃日／3月₁₃、₁₈日／4月₂₄、₂₅日／
　5月3、₁₆、₁₈日

　

今
回
よ
り
、
読
み
や
す
く

な
る
よ
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

変
更
し
写
真
を
ふ
や
す
な
ど
、

誌
面
を
一
新
い
た
し
ま
し
た
。

﹁
赤
谷
の
森
﹂
の
で
き
ご
と
や
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

な
ど
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
の
ご
愛
読
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
赤
谷
の
森
の
ツ
ツ
ッ
ペ
）

だ
よ
り

編
集
部

今
後
の
活
動
予
定

参加大募集
。

待ってるよ
!!

赤谷プロジェクトの

活動
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北
海
道
庁
の
研
究
機
関
で
エ
ゾ
シ
カ
の
生
態
や
管
理
に

関
す
る
研
究
を
15
年
行
な
っ
た
後
に
、
４
年
前
に
、
農
工

大
に
移
り
ま
し
た
。「
赤
谷
の
森
」は
豊
か
な
動
物
相
に
恵
ま

れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
有
林
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
住
民
の

連
携
の
も
と
で
、
多
様
な
研
究
者
と
一
緒
に
自
然
生
態
系

の
保
全
の
仕
事
が
で
き
る
の
が
大
変
魅
力
で
す
。

ほ
乳
類
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員

東
京
農
工
大
学  

農
学
部

地
域
生
態
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授

梶　

光
一

（
か
じ 

こ
う
い
ち
）

新
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

4
月
の
人
事
異
動
等
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

自
然
観
察
指
導
員
講
習
会
を
担
当
後
、
川
辺
川
や
小
笠

原
、
沖
縄
・
辺
野
古･･･

自
然
保
護
現
場
で
人
と
自
然
に

向
き
合
い
、
東
京
で
物
事
を
考
え
行
動
し
て
き
ま
し
た
。

特
技
は
、
自
然
を
観
る
こ
と
、
自
然
と
戯
れ
る
こ
と
、
自

然
で
汗
を
か
く
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
。

　

赤
谷
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
社
会
の
エ
ポ
ッ
ク
に

な
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

(

財)

日
本
自
然
保
護
協
会

保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部

部
長大

野
雅
人

（
お
お
の 

ま
さ
と
）

　

幼
稚
園
の
時
か
ら
昆
虫
大
好
き
、
大
学
で
は
シ

カ
や
カ
モ
シ
カ
の
調
査
に
参
加
、
林
野
庁
就
職
で

自
然
相
手
の
仕
事
が
で
き
る
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
意
外
に
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
森
林
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
う
と
大
変
嬉
し
い

で
す
。
趣
味
は
昆
虫
採
集
、
写
真
撮
影
、
Ｐ
Ｃ
自

作
、
中
国
志
怪
書
で
す
。

関
東
森
林
管
理
局

計
画
部
長

石
澤
尚
史

（
い
し
ざ
わ 

な
お
ふ
み
）

　

昨
年
十
二
月
か
ら
関
東
森
林
管
理
局
計
画
課
に

参
り
ま
し
た
。

  

「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
こ
と
は
以
前
か
ら
伺

っ
て
お
り
、「
何
と
壮
大
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局

計
画
課
長

斎
藤　

哲

（
さ
い
と
う 

さ
と
し
）

　

愛
知
県
出
身
で
す
。
学
生
時
代
は
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
で
山
歩
き
を
し
て
お

り
ま
し
た
。
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ
り

よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局

計
画
課 

企
画
係
長

中
島
浩
德

（
な
か
し
ま 

ひ
ろ
の
り
）

　

平
成
22
年
度
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
で

あ
る
利
根
上
流
森
林
計
画
区
の
地
域
管
理
経
営
計

画
な
ど
の
策
定
の
年
。
地
に
足
の
着
い
た
計
画
書

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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本誌や赤谷プロジェクトに関してのお問い合わせ先等は次のとおりです。

赤谷プロジェクト地域協議会

代表幹事　林　　　泉
TEL.0278-66-0888

事務局長　安田　剛士
TEL.0278-22-2119
http://blog.livedoor.jp/mutakosawa/

㈶日本自然保護協会

プロジェクト担当  出島　誠一
TEL.03-3553-4107

http://www.nacsj.or.jp/akaya/index.html
メールアドレス akaya@nacsj.or.jp

林野庁関東森林管理局
赤谷森林環境保全ふれあいセンター

所長　鈴木　綾子
TEL.0278-60-1272

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/kanto/akaya_fc/index.html
メールアドレス akaya_postmaster@rinya.maff.go.jp

　

出
身
地
は
茨
城
県
で
す
。
前
職
で
は
外
務
省

で
政
府
開
発
援
助
︵
Ｏ
Ｄ
Ａ
︶
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
点
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
関

係
者
の
皆
様
と
一
緒
に
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

北
の
果
て
北
海
道
釧
路
市
出
身
。

　

こ
れ
ま
で
３
年
間
、森
林
官
と
し
て
、サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
様
々
な
形
で
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
参
り
ま
し
た

が
、
つ
い
に
本
格
参
戦
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
！

　

自
称
、
林
業
技
術
者
の
端
く
れ
と
し
て
、
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
！

関
東
森
林
管
理
局

赤
谷
森
林
環
境
保
全

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

藤
代
和
成

（
ふ
じ
し
ろ 

か
ず
な
り
）

関
東
森
林
管
理
局

赤
谷
森
林
環
境
保
全

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

所
長鈴

木
綾
子

（
す
ず
き 

あ
や
こ
）

　

２
０
０
８
年
﹁
生
物
多
様

性
基
本
法
﹂
が
全
会
一
致
で

制
定
さ
れ
、
国
、
地
方
公
共

団
体
、
事
業
者
そ
し
て
国
民

の
責
務
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
10
月
に
生
物
多

様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
名
古
屋

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

﹁
生
物
多
様
性
﹂
を
テ
ー
マ
に

し
て
、
様
々
な
具
体
的
動
き

が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
き
に
自
然
学
校
と

し
て
参
与
し
な
け
れ
ば
と
想

い
な
が
ら
、
私
は
、
遥
か
に

以
前
か
ら
、
群
馬
の
﹁
赤
谷

の
森
﹂、﹁
い
き
も
の
村
﹂
で
は
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
方
の

賛
同
を
得
て
、
活
発
な
自
然

保
護
の
営
み
が
継
続
さ
れ
て

き
た
事
実
に
敬
意
を
表
し
た

く
想
い
ま
す
。

  

﹁
国
有
林
に
お
け
る
幅
広
い

関
係
者
の
協
働
に
よ
る
生
物

多
様
性
復
元
に
向
け
た
取
り

組
み･･･

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
先
月
、

国
立
赤
城
青
少
年
交
流
の
家

で
開
催
さ
れ
た
﹁
第
６
回
環

境
教
育
関
東
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
次

回
開
催
地
（
お
そ
ら
く
栃
木

県
内
）
で
は
、
第
１
回
か
ら

第
５
回
（
会
場
は
旧
猿
个
京

小
学
校
）
ま
で
の
と
き
の
よ

う
に
実
行
委
員
会
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校
学
校
長

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
生
涯
教
育
研
究
所
所
長

日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
環
境
教
育

　
　

関
東
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
行
委
員
会
監
事

日
中
韓
環
境
教
育
協
力
会
顧
問

環
白
山
保
護
利
用
管
理
協
会
副
会
長

西
田
真
哉

こ
ん
に
ち
は

望むこと

この情報誌は大豆を利用した植物性インキと間伐材を使用した用紙を使用しています。

新
メ
ン
バ
ー
の
紹
介 

︿
つ
づ
き
﹀
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